
                      

 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

報道関係者 各位 

 

高知労働局長による安全パトロールを実施します 

～熱中症を含む労働災害撲滅に向けた対策の注意喚起～ 

 
高知労働局（局長 池田邦彦）は、「全国安全週間（７月１日から７日まで）」、「STOP!熱

中症クールワークキャンペーン 重点取組期間(７月)」の実施に当たり、建設業における熱中

症を含む労働災害の撲滅に向けて、各種対策の徹底を図るため、労働局長による安全パト

ロールを下記のとおり実施します。 

記 

  

１ 高知労働局長安全パトロール 

日 時 ： 令和８年７月１日（水）午前 10 時 00 分から 11 時 00 分まで 

場 所 ： ミタニ建設工業株式会社 五台山公園展望台改築工事 

       （ 施工場所：高知市吸江） 

   

 

 

 

 

 

 

 

                        ） 

 

パトロール現場の完成予想図 （施工事業場提供） 

 

２ 取材 

  取材いただける場合は、６月 29 日（月）12 時までに高知労働局労働基準部健康

安全課あて電子メール（電話可）にてお申込みをお願いします。詳細は別添 1 を参

照してください。 

   

令和 8年６月 23 日 
【照会先】 
高知労働局 労働基準部健康安全課 
健康安全課長   梅 原 俊 明 
主任地方産業安全専門官  伊勢田 文久 
（直通電話）  ０８８－８８５－６０２３ 

Press Release 
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                        ※ 「Ｓａｆｅ Work」とは「労働災害を防止し『安全･安心』な職場を実現 

                        する」との意思を示すものであり、ILO(国際労働機関)においても 

使用されているフレーズです。 

 

 
 

 



                      

 
 

《取材にあたっての留意事項》 

 

取材をご希望される報道関係者の皆様は、 

①  報道機関名 

② 取材担当者氏名 

③ 取材人数 

④ ヘルメット貸与の有無（有の場合は必要数） 

⑤  電話番号 

⑥ メールアドレス 

 

を記載して、６月 29 日（月）12：00 までに下記健康安全課あて電子メール（電話可）で

お申込みをお願いいたします。 

メールでお申込みいただいた報道関係者の皆様には、当方からメールにて受付けた

旨を送信させていただきます。 

 

＜送信先又は連絡先＞ 

高知労働局労働基準部健康安全課 

  電話（０８８）８８５－６０２３ 

電子メール：kenkouanzenka-kouchikyoku@mhlw.go.jp 
     

電子メールのQR コード  → 

（QR コードを読み取るとメール作成画面が開き、 

件名・本文（記載例）が自動入力されます。） 

 

 

 
 

別添１ 
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別添資料１ 
 
高知労働局長安全パトロールの実施について  
１ 日 時  令和８年７月１日（水） 

午前10時00分～午前11時00分  
２ 実施場所  ミタニ建設工業株式会社 

五台山公園展望台改築工事 
（ 施工場所︓高知市吸江）  

 ３ 工事内容  展望台新築工事  
４ 参加予定者 高知労働局長 
       高知労働基準監督署長        

５ パトロールスケジュール 
  10:00  開始 
       挨拶、作業概要等説明 

・ミタニ建設工業株式会社 作業所長挨拶 
       ・高知労働局長による作業員への挨拶 
       ・当日の作業概要及び労働災害防止の取組等説明 
  10:20～ 現場パトロール（所要30分） 
  10:50～ パトロール講評等 
       ・高知労働基準監督署長による講評 
       ・高知労働局長による総評 
  11:00  終了 

   
～ 取材について ～ 

  ◇ 取材を希望される方は、準備の都合がありますので、6月 29日（月）
12時までに、高知労働局労働基準部健康安全課あて電子メール（電話
可）にてお申込みをお願いします。 

    工事現場内ではヘルメットの着用をお願いします。ヘルメットをお
持ちでない場合は、用意しますので、当日のヘルメット貸与を希望する
方は併せて申し出てください。  

◇ 集合場所は、工事現場内の広場です。車でお越しの方は、恐れ入りま
すが、指定場所へ駐車してください。（別添資料２「安全パトロール実
施場所案内図」参照）  

  ◇ 取材に当たっては、歩きやすい靴・暑さ対策を考慮した服装にご留意
いただくとともに、取材中は工事担当者の指示に従っていただくよう
お願いします。  

  ◇ 取材に対する不明な点は、高知労働局労働基準部健康安全課（℡︓
088-885-6023）までお問い合わせください。 
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別添資料２  
 安全パトロール実施場所案内図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土地理院ウェブサイト(一部、高知労働局にて加工) 

駐車場 

至：竹林寺  

集合場所 
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【主唱】厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事業労働災
害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全国警備業協
会 【協賛】公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁（予定）

熱中症対策情報はこちら

労働衛生管理体制の確立

事業場ごとに熱中症予防管理者を選任し

熱中症予防の責任体制を確立

暑さ指数（WBGT）の
把握の準備
JIS規格に適合した暑さ指数計を準備し、点検

作業手順・作業計画の策定

暑さ指数に応じた休憩時間の確保、作業中止

に関する事項を含めた作業手順・作業計画を

策定

設備対策の検討

暑さ指数低減のため簡易な屋根、通風または

冷房設備、散水設備の設置を検討

休憩場所の確保の検討

冷房を備えた休憩場所や

涼しい休憩場所の確保を検討

服装の検討

透湿性と通気性の良い服装を準備、送風や

送水により身体を冷却する機能をもつ服の

着用も検討

教育研修
の実施
管理者、作業者に

対する教育を実施

緊急時の対応の事前確認

緊急時の対応（異常時における連絡体制や

対応手順等）を確認し、関係者に周知

ガイド・教育動画 e-learning
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暑さ指数の低減

準備期間に検討した設備対策を実施

暑熱順化への対応

熱に慣らすため、7日以上かけて作業時間

の調整

※新規入職者や休み明け作業者は別途注意

すること

休憩場所の整備

準備期間に検討した休憩場所を設置

服装

準備期間に検討した服装を着用

作業時間の短縮
作業計画に基づき、暑さ指数に応じた休憩、

作業中止

プレクーリング

作業開始前や休憩時間中に深部体温を下げる

水分・塩分の摂取

水分と塩分を定期的に摂取（水分等を携行

させる等を考慮）

健康診断結果に基づく対応

次の疾病を持った方には医師等の意見を踏ま

え配慮 ①糖尿病 ②高血圧症 ③心疾患 ④腎

不全 ⑤精神・神経関係の疾患 ⑥広範囲の皮

膚疾患 ⑦感冒 ⑧下痢

日常の健康管理

当日の朝食の未摂取、睡眠不足、前日の多量

の飲酒が熱中症の発症に影響を与えることを

指導し、作業開始前に確認

作業中の作業者の
健康状態の確認
巡視を頻繁に行い声をかける、

「バディ」を組ませる等作業者にお互い

の健康状態を留意するよう指導

□ 暑さ指数の低減効果を再確認し、必要に応じ対策を追加

□ 暑さ指数に応じた作業の中断等を徹底

□ 水分、塩分を積極的に取らせ、その確認を徹底

□ 作業開始前の健康状態の確認を徹底、巡視頻度を増加

□ 熱中症のリスクが高まっていることを含め教育を実施

□ 熱中症のおそれがある者を発見したときは、躊躇することなく救急隊を要請

異常時の
対応

あらかじめ作成した連絡体制や対応手順等の周知徹底

少しでも本人や周りが異変を感じたら、あらかじめ作成した連絡体制や対応手順等に基づき適切に対応

※必ず一旦作業を離れ、全身を濡らして送風することなどにより身体を冷却

※症状が回復しない場合は躊躇なく病院に搬送する（症状に応じて救急隊を要請）

（R８.２）
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～職場での熱中症防止対策のポイント～

職場における

ガイドラインを参考に
熱 中 症 防 止

気温が急激に上昇する時期は、
熱中症の発生リスクが高くなる傾向があります。
本格的に暑くなる前から準備しましょう。

熱中症を効果的に防止しましょう！

早めの対策を！

のための
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～職場での熱中症防止対策のポイント～

事業者の皆さんは、

｢設備、体制の整備」を参考に準備を行った上で、
「熱中症リスクの把握」で熱中症によるリスクを把握･評価し、
「熱中症リスクに応じた措置」にある熱中症防止のための具体的な方法を、
業種･業態に応じて選択し実施することにより、職場における熱中症を防止しましょう。

1

2

3

の
ポイント
ガイドライン

体制整備、必要な設備の整備を行いましょう！
体調不良時の報告体制、重篤化防止措置の手順を整備し、周知しましょう。
WBGT指数計や、休憩所等の整備を行いましょう。

熱中症リスクを適切に把握しましょう！
WBGT値を把握し、着衣補正を行い、身体作業強度及び暑熱順化の状況に応じた
WBGT基準値と比較しましょう。
WBGT基準値よりも高い場合は熱中症予防対策を実施しましょう。

リスクに応じた対策を検討しましょう！

作業場所のWBGT 値の低減、風通しの良い衣服の採用。
作業負荷の軽減、休憩の取得。
定期的な水分･塩分の摂取。
暑熱順化、健康状態の確認。

教育研修を行いましょう！
管理者、職長、作業者等、立場に応じた教育研修を実施しましょう。

対策例

「職場における熱中症防止のためのガイドライン」 詳細はこちら-10-
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5
9

 
6
1

 
3
7

2
4

 
3
8

(1
)

6
9

-
3
1

 
5
6

 
4
9

7
 

2
3

 
2
9

-
6

 
1
6

 
1
5

1
 

1
 

9
-
8

 
1

 
0

1
 

5
 

5
0

（
注

）
　

（
１

）
死

傷
者

数
は

労
働

者
死

傷
病

報
告

に
よ

る
数

で
死

亡
者

を
含

む
。

　
　

（
２

）
（
　

）
内

の
数

字
は

死
亡

者
数

で
速

報
に

よ
る

。
　

　
（
３

）
「
上

記
以

外
の

製
造

業
」
に

は
、

印
刷

・
製

本
業

、
化

学
工

業
、

電
気

・
ガ

ス
・
水

道
業

、
そ

の
他

の
製

造
業

を
計

上
　

　
（
４

）
「
上

記
以

外
の

事
業

」
に

は
、

映
画

・
演

劇
業

、
通

信
業

、
教

育
・
研

究
業

、
官

公
署

、
派

遣
業

、
警

備
業

、
情

報
処

理
サ

ー
ビ

ス
業

、
そ

の
他

を
計

上
　

　
（
５

）
「
そ

の
他

｣に
は

、
農

業
、

畜
産

業
を

計
上

７
年

　
　

令
和

７
年

に
お

け
る

労
働

災
害

発
生

状
況

（
死

亡
災

害
及

び
休

業
４

日
以

上
の

死
傷

災
害

）
　

 確
定

高
知

労
働

局

高
知

局
（
合

計
）

高
知

監
督

署
管

内
須

崎
監

督
署

管
内

四
万

十
監

督
署

管
内

安
芸

監
督

署
管

内

７
年

６
年

７
年

６
年

７
年

６
年

７
年

６
年

６
年

　
鉱

　
　

　
業

全
　

産
　

業
　

合
　

計

製 　 造 　 業

食
料

品
製

造
業

繊
維

工
業

、
衣

服
そ

の
他

の
繊

維
製

品
製

造
業

木
材

・
木

製
品

製
造

業
、

家
具

・
装

備
品

製
造

業
パ

ル
プ

、
紙

、
紙

製
品

製
造

業
窯

業
土

石
製

造
業

鉄
鋼

業
、

非
鉄

金
属

製
造

業
、

金
属

製
品

製
造

業
一

般
機

械
器

具
製

造
業

電
気

機
械

器
具

製
造

業
輸

送
用

機
械

器
具

製
造

業

上
記

以
外

の
製

造
業

　
小

　
計

業
種

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
　

 　
  
年

建 　 設 　 業

土
木

工
事

業
建

築
工

事
業

そ
の

他
の

建
設

業
　

小
　

計

林 業

木
材

伐
出

業
そ

の
他

の
林

業
　

小
　

計

運 輸 業

運
輸

交
通

業

陸
上

貨
物

取
扱

業
港

湾
運

送
業

　
小

　
計

　
そ

　
の

　
他

第 三 次 産 業

接
客

娯
楽

業

　
水

　
産

　
業

商
業

金
融

広
告

業
保

健
衛

生
業

清
掃

業
・
と

畜
業

上
記

以
外

の
事

業
　

小
　

計
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令 和 ７ 年 死 亡 災 害 発 生 状 況 
確 定 

 

高知労働局 
業種別発生状況（死亡者数累計及び前年同期比較） 

 製造業 建設業 運輸業 林 業 水産業 
第３次 

産業 
その他 合 計 

令和７年 ０ ３ ０ １ ０ １ ０ ５ 

令和６年 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ 

増  減 ±０ ＋３ ±０ ＋１ ±０ ±０ ±０ ＋４ 

「その他｣には、農業、畜産業を計上 

 

番

号 
署

別 
発生日 
時刻 業 種 年齢 

性別 
事故の型 
起因物 災 害 の あ ら ま し 

１ 高
知 

7.1.9 
09:30 

建設業 

（土木工事

業） 

46 歳 
男 

激 突 
 

そ の 他 の 
建設機械等 

除雪用ブレードを装着したホイール式トラク

タ・ショベルを運転し除雪走行中、ブレードが橋

桁の段差に激突し、衝撃でステアリングノブに胸

を強打した。 

２ 高
知 

7.3.19 
12:30 

第３次産業

（その他） 

52 歳 
男 

交通事故 
 

乗用車 

軽乗用車を運転中、センターラインをはみ出し

て反対車線側の街路樹に激突した。 

３ 高
知 

7.4. 8 
14:00 

建設業 

（その他の建

設業） 

79 歳 
男 

墜落・転落 
 

階段 

営業先において、建物内部の階段の踊り場で意

識が無い状況で発見された。（転落した痕跡があ

り、頭部より出血が認められ、搬送された病院に

て治療中であったが死亡した。） 

４ 高
知 

7.5.14 
10:40 

建設業 

（土木工事

業） 

62 歳 
男 

墜落・転落 
 

地山・岩石 

災害復旧工事のため、ドラグショベルで林道の

路面を掘削中、足もとが突然崩落し、車両系建設

機械とともに約５メートル転落した。 

５ 高
知 

7.12.15 
15:00 

林業 

（木材伐出

業） 

63 歳 
男 

激突され 
 

機械集材装

置 

機械集材装置を用いて集材作業中、土場に停止

させた反動で偏心木（雑木）が回転し、誘導中の

被災者の顔面に激突した。 

注：調査中のもの等を含む。  
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局
署

別

増
減

増
減

増
減

増
減

増
減

(2
)

3
1
0

(4
)

2
5
8

5
2

(2
)

1
8
5

(4
)

1
5
2

3
3

 
5
3

 
4
0

1
3

 
3
3

 
3
3

0
 

3
9

 
3
3

6

 
1
6

 
1
5

1
 

7
 

4
3

 
2

 
4

-
2

 
5

 
5

0
 

2
 

2
0

 
1

 
0

1
 

0
 

0
0

 
0

 
0

0
 

0
 

0
0

 
1

 
0

1
 

6
 

3
3

 
0

 
2

-
2

 
6

 
1

5
 

0
 

0
0

 
0

 
0

0
 

3
 

0
3

 
2

 
0

2
 

1
 

0
1

 
0

 
0

0
 

0
 

0
0

 
8

 
2

6
 

5
 

0
5

 
2

 
1

1
 

0
 

0
0

 
1

 
1

0
(1

)
6

 
4

2
(1

)
5

 
3

2
 

0
 

1
-
1

 
0

 
0

0
 

1
 

0
1

 
1
0

 
7

3
 

7
 

6
1

 
0

 
0

0
 

0
 

1
-
1

 
3

 
0

3
 

2
 

0
2

 
1

 
0

1
 

0
 

0
0

 
1

 
0

1
 

0
 

0
0

 
2

 
0

2
 

1
 

0
1

 
1

 
0

1
 

0
 

0
0

 
0

 
0

0
造

船
業

 
1

 
0

1
 

1
 

0
1

 
0

 
0

0
 

0
 

0
0

 
0

 
0

0
 

7
 

7
0

 
7

 
6

1
 

0
 

0
0

 
0

 
1

-
1

 
0

 
0

0
(1

)
6
1

 
3
8

2
3

(1
)

3
5

 
2
1

1
4

 
1
2

 
7

5
 

6
 

7
-
1

 
8

 
3

5
 

1
 

1
0

 
1

 
1

0
 

0
 

0
0

 
0

 
0

0
 

0
 

0
0

 
2
4

(2
)

1
4

1
0

 
6

(2
)

5
1

 
1
0

 
1

9
 

3
 

3
0

 
5

 
5

0
 

1
5

 
1
6

-
1

 
6

 
1
4

-
8

 
3

 
0

3
 

4
 

1
3

 
2

 
1

1
鉄

骨
・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

家
屋

建
築

工
事

業
 

1
 

4
-
3

 
1

 
4

-
3

 
0

 
0

0
 

0
 

0
0

 
0

 
0

0
木

造
家

屋
建

築
工

事
業

 
4

 
4

0
 

1
 

3
-
2

 
0

 
0

0
 

3
 

0
3

 
0

 
1

-
1

上
記

以
外

の
建

築
工

事
業

 
1
0

 
8

2
 

4
 

7
-
3

 
3

 
0

3
 

1
 

1
0

 
2

 
0

2
 

1
0

(1
)

5
5

 
7

(1
)

4
3

 
0

 
0

0
 

2
 

1
1

 
1

 
0

1
 

4
9

(3
)

3
5

1
4

 
1
9

(3
)

2
3

-
4

 
1
3

 
1

1
2

 
9

 
5

4
 

8
 

6
2

 
2
4

 
2
3

1
 

2
0

 
1
7

3
 

3
 

3
0

 
1

 
1

0
 

0
 

2
-
2

道
路

貨
物

運
送

業
 

1
8

 
2
2

-
4

 
1
5

 
1
6

-
1

 
2

 
3

-
1

 
1

 
1

0
 

0
 

2
-
2

 
0

 
1

-
1

 
0

 
1

-
1

 
0

 
0

0
 

0
 

0
0

 
0

 
0

0
 

0
 

2
-
2

 
0

 
0

0
 

0
 

2
-
2

 
0

 
0

0
 

0
 

0
0

 
2
4

 
2
6

-
2

 
2
0

 
1
8

2
 

3
 

5
-
2

 
1

 
1

0
 

0
 

2
-
2

 
1
6

 
1
4

2
 

5
 

4
1

 
4
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-
4

 
4

 
2

2
 

3
 

0
3
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1
2

-
4

 
1

 
0

1
 

3
 

3
0

 
1

 
6

-
5

 
3

 
3

0
 

2
4

 
2
6

-
2

 
6

 
4

2
 

7
 

1
1

-
4

 
5

 
8

-
3

 
6

 
3

3
 

2
 

4
-
2

 
1

 
0

1
 

0
 

0
0

 
1

 
2

-
1

 
0

 
2

-
2

(1
)

3
6

 
4
1

-
5

(1
)

2
4

 
2
8

-
4

 
3

 
1

2
 

2
 

3
-
1

 
7

 
9

-
2

 
1

 
1

0
 

1
 

1
0

 
0

 
0

0
 

0
 

0
0

 
0

 
0

0
 

5
4

 
4
6

8
 

3
1

 
2
8

3
 

1
1

 
1
0

1
 

5
 

3
2

 
7

 
5

2
 

1
9

 
1
6

3
 

1
6

 
1
0

6
 

0
 

1
-
1

 
1

 
3

-
2

 
2

 
2

0
 

1
4

 
7

7
 

1
4

 
6

8
 

0
 

1
-
1

 
0

 
0

0
 

0
 

0
0

ビ
ル

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

業
 

9
 

2
7

 
9

 
2

7
 

0
 

0
0

 
0

 
0

0
 

0
 

0
0

 
1
8

(1
)

1
2

6
 

1
4

(1
)

8
6

 
1

 
2

-
1

 
2

 
1

1
 

1
 

1
0

(1
)

1
4
2

(1
)

1
2
3

1
9

(1
)

1
0
0

(1
)

8
1

1
9

 
1
5

 
1
5

0
 

1
0

 
1
0

0
 

1
7

 
1
7

0
 

7
 

5
2

 
3

 
4

-
1

 
3

 
1

2
 

1
 

0
1

 
0

 
0

0
（
注

）
　

（
１

）
死

傷
者

数
は

労
働

者
死

傷
病

報
告

に
よ

る
数

で
死

亡
者

を
含

む
。

　
　

（
２

）
（
　

）
内

の
数

字
は

死
亡

者
数

で
速

報
に

よ
る

。
　

　
（
３

）
「
上

記
以

外
の

製
造

業
」
に

は
、

印
刷

・
製

本
業

、
化

学
工

業
、

電
気

・
ガ

ス
・
水

道
業

、
そ

の
他

の
製

造
業

を
計

上
　

　
（
４

）
「
上

記
以

外
の

事
業

」
に

は
、

映
画

・
演

劇
業

、
通

信
業

、
教

育
・
研

究
業

、
官

公
署

、
派

遣
業

、
警

備
業

、
情

報
処

理
サ

ー
ビ

ス
業

、
そ

の
他

を
計

上
　

　
（
５

）
「
そ

の
他

｣に
は

、
農

業
、

畜
産

業
を

計
上

　
そ

　
の

　
他

第 三 次 産 業

接
客

娯
楽

業

　
水

　
産

　
業

商
業

金
融

広
告

業
保

健
衛

生
業

清
掃

業
・
と

畜
業

上
記

以
外

の
事

業
　

小
　

計

林 業

木
材

伐
出

業
そ

の
他

の
林

業
　

小
　

計

運 輸 業

運
輸

交
通

業

陸
上

貨
物

取
扱

業
港

湾
運

送
業

　
小

　
計

建 　 設 　 業

土
木

工
事

業
建

築
工

事
業

そ
の

他
の

建
設

業
　

小
　

計

７
年

　
鉱

　
　

　
業

全
　

産
　

業
　

合
　

計

製 　 造 　 業

食
料

品
製

造
業

繊
維

工
業

、
衣

服
そ

の
他

の
繊

維
製

品
製

造
業

木
材

・
木

製
品

製
造

業
、

家
具

・
装

備
品

製
造

業
パ

ル
プ

、
紙

、
紙

製
品

製
造

業
窯

業
土

石
製

造
業

鉄
鋼

業
、

非
鉄

金
属

製
造

業
、

金
属

製
品

製
造

業
一

般
機

械
器

具
製

造
業

電
気

機
械

器
具

製
造

業
輸

送
用

機
械

器
具

製
造

業

上
記

以
外

の
製

造
業

　
小

　
計

業
種

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
　

 　
  
年

８
年

　
　

令
和

８
年

に
お

け
る

労
働

災
害

発
生

状
況

（
死

亡
災

害
及

び
休

業
４

日
以

上
の

死
傷

災
害

）
　

  
［
令

和
８

年
５

月
末

現
在

 速
報

］
高

知
労

働
局

高
知

局
（
合

計
）

高
知

監
督

署
管

内
須

崎
監

督
署

管
内

四
万

十
監

督
署

管
内

安
芸

監
督

署
管

内

８
年

７
年

８
年

７
年

８
年

７
年

８
年

７
年
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令 和 ８ 年 死 亡 災 害 発 生 状 況 
（令和８年５月末現在） 

 

高知労働局 
業種別発生状況（死亡者数累計及び前年同期比較） 

 製造業 建設業 運輸業 林 業 水産業 
第３次 

産業 
その他 合 計 

令和８年 １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ 

令和７年 ０ ３ ０ ０ ０ １ ０ ４ 

増  減 ＋１ －３ ±０ ±０ ±０ ±０ ±０ －２ 

「その他｣には、農業、畜産業を計上 

 

番

号 
署

別 
発生日 
時刻 業 種 年齢 

性別 
事故の型 
起因物 災 害 の あ ら ま し 

１ 高
知 

8.1.26 
11:20 

製造業 
（その他の

金属製品製

造業） 

28 歳 
男 

飛来・落下 
 

玉掛用具 

圧力タンク（円筒型金属製、重さ約 2.8 トン）

を玉掛けし、クローラークレーンで巻き上げ移動

中、玉掛けワイヤロープが切断して圧力タンクが

落下し被災した。 

２ 高
知 

8.2.26 
0:53 

小売業 
（新聞販売

業） 

72 歳 
女 

交通事故 
 

トラック 

見通しの良い国道交差点内において、南進する

被災者運転の軽貨物車と、東進する軽乗用車が衝

突し被災した。 

注：調査中のもの等を含む。  
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令和 7年熱中症災害事例（高知県） 

【災害の概要】 

 高温環境下での作業、体調不良を感じながら作業継続、水分補給不足などの原因が多くみら

れるため、高温環境下での作業時間の短縮、「熱中症の自覚症状がある作業者」や「熱中症の

おそれのある作業者を見つけたの者」がその旨を報告するための体制整備及び関係作業者への

周知、定期的な水分・塩分の摂取などの対策が必要である。 

No 業種 年齢 
休業

見込

み 

気温 

（注） 
事案概要 主な原因 主な対策 

1 製造業 30
歳代 7 日 28.6℃ 

高湿度の設備内部で作業

中、体調異変を疲労と判断

し継続し重症化 

高湿度・

送風未使

用・異常

見逃し 

送風機の使

用・異常時

即中止 

2 製造業 40
歳代 4 日 32.6℃ 

電柱上の炎天下作業中に体

調不良となり意識障害 
猛暑・水

分不足 
作業前体調

確認・水分

塩分補給 

3 その他

の事業 
40
歳代 10 日 32.7℃ 

交通誘導中に電解質不足で

体調悪化し転倒 
電解質不

足・長時

間屋外 

塩分補給の

徹底・定期

休憩・日陰

確保 

4 製造業 50
歳代 4 日 32.9℃ 

室内高温環境での作業中に

水分不足で症状進行 
水分不

足・高温

環境 

給水ルール

設定・作業

環境の温度

管理 

5 農林業 20
歳代 6 日 32.4℃ 

山林作業中に寒気としびれ

発生し中断 
炎天下・

高負荷作

業 

作業時間短

縮・複数人

作業・早期

申告教育 
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6 接客娯

楽業 
70
歳代 7 日 33.5℃ 

厨房の高温環境で調理中に

倒れる 
火気によ

る高温・

換気不足 

換気強化・

火気使用時

の温度管

理・休憩確

保 

7 農林業 40
歳代 5 日 29.1℃ 

炎天下で草刈り中に意識消

失 
空調服未

使用・炎

天下 

空調服の着

用・装備点

検 

8 建設業 40
歳代 

2 ヶ
月 32.0℃ 

屋外工事中に気分不良から

悪化し搬送 
高温・休

憩不足 
WBGT 管
理・休憩ル

ール徹底 

9 林業 20
歳代 5 日 33.5℃ 間伐作業中に体調不良から

痙攣し搬送 
長時間作

業・疲労 
異常時迅速

対応訓練 

10 林業 50
歳代 4 日 31.0℃ 

高湿度環境で下刈り作業中

に発症 
湿度高・

環境評価

不足 

気象条件考

慮した作業

計画 

11 教育・
研究業 

30
歳代 6 日 35.3℃ 

無冷房工場内で作業中に脱

水症状 
無冷房・

風通し不

良 

空調設備設

置・換気改

善 

12 商業 70
歳代 1 週 32.7℃ 

寝不足状態で厨房作業中に

重症化 
寝不足・

高温環境 
体調管理義

務化・勤務

前チェック 

13 商業 40
歳代 1 週 31.3℃ 

床下・天井裏の点検後に頭

痛等発症 
閉鎖空

間・水分

不足 

閉鎖空間作

業の時間制

限・換気 
 

（注１）気温は、気象庁ホームページで公表されている災害発生場所付近及び災害発生日の最高
気温を参考値として用いている。 
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2025 年の熱中症による死亡災害の事例（全国） 

【死亡災害全体の概要】 

・総数は 19 件であった。 

・被災者を男女別にみると、男性 19 人、女性０人であった。 

・被災場所についてみると、屋内であったのが４件、屋外であったのが 15

件であった。 

・発症時・緊急時の報告体制の整備及び周知（労働安全衛生規則第 612 条の

２第１項に基づく措置）の実施を確認できなかったことが明らかな事例が

２件あった。 

・発症時・緊急時の措置手順の作成及び周知（労働安全衛生規則第 612 条の

２第２項に基づく措置）の実施を確認できなかったことが明らかな事例が

３件あった。 

・熱中症予防のための労働衛生教育の実施を確認できなかった事例が９件あ

った。 

・糖尿病、高血圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある疾病や所

見を有していることが明らかな事例は９件あった。 

【事案の詳細】 

番

号 
月 業種 

年

代 

性 

別 
被
災
場
所 

気温 

(注１) 

WBGT

値 

(注２） 

事案の概要 

1 6 警
備
業 

70

歳

代 

男
性 

屋
外 

34.4

℃ 

30.1

℃ 

被災者は、道路工事の交通誘導の作業が

一時中断した際、歩道の木陰で横たわりな

がら休憩していた。作業再開が伝えられた

ため、ヘルメットを被ろうとしたところふ

らついて倒れ、地面に後頭部を打ちつけ

た。意識はあったものの頭部から出血が止

まらない状態であったため、救急搬送され

て手術を行ったが、16日後に死亡した。 

2 8 そ
の
他
の
土
木
工
事
業 

40

歳

代 

男
性 

屋
外 

33.8

℃ 

31.6

℃ 被災者は道路除草工事において、除草作

業補助として道路上の雑草の残りかすを

ブロワーで清掃する作業等に従事してい

た。作業中の 15 時 30 分頃に倒れ、救急搬

送されたが死亡した。 

別添資料 4-3 
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3 8 一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業 

50 

歳 

代 

男
性 

屋
外 

33.6

℃ 

29.2

℃ 

被災者はガソリンスタンドで、17時 30
分頃からタンクローリーに積載していた

燃料油を地下タンクへ移送していた。20
時 00 分頃にガソリンスタンドの従業員が
確認したところ、被災者がタンクローリー

の上で倒れており、救急車到着時には既に

死亡していた。 
4 8 病

院 

60

歳

代 

男
性 

屋
外 

35.8

℃ 

31.5

℃ 

被災者は病院敷地内の園庭で、汚水ポン

プの清掃作業に従事していた。作業場所か

ら 50m 離れた場所で仰向けに倒れている

ところを、同僚に発見された。同院にて身

体の冷却、点滴等を行い、総合病院に救急

搬送したが、翌日死亡した。 

5 9 鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
家

屋
建
築
工
事
業 

50

歳

代 

男
性 

屋
外 

34.7

℃ 

31.4

℃ 

被災者は集合住宅の新築工事現場で、解

体された壁型枠の材料を上階の同僚に手

渡しする作業に従事していた。作業中に床

に座り込んでいたところを同僚に発見さ

れた。意識はあり、水分補給をしてエアコ

ンがある車内で休んでいたが改善せず、同

僚の車で病院へ向かう途中に意識不明と

なり、救急搬送されたが死亡した。 

6 9 道
路
建
設
工
事
業 

50

歳

代 

男
性 

屋
外 

33.2

℃ 

31.5

℃ 

被災者は道路改良工事現場において、午

前中から型枠解体等の屋外作業に従事し

ていた。昼休憩後から行われた現場内の片

付け作業時に被災者の姿が見えなくなり、

同僚らが被災者を探したところ、15 時 30

分頃に冷房が効いた軽トラックの車内で

倒れた状態で発見された。発見後、病院へ

救急搬送されたが、２日後に死亡した。 

（注１）現場での気温は、気象庁ホームページで公表されている現場近隣の観測所等にお

ける気温を参考値として用いている。 

（注２）WBGT 値は、環境省熱中症予防情報サイトで公表されている現場近隣の観測所にお

ける WBGT 値を参考値として用いている。 

※上記以外の事案の概要はこちらを参照してください。 

       ↓ 

https://neccyusho.mhlw.go.jp/heatstroke/#sec01_04（厚生労働省 HP） 

-18-

https://neccyusho.mhlw.go.jp/heatstroke/#sec01_04


高知労働局

　１　熱中症による死傷者の推移

年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 計

死傷者数注1） 54 82 48 96 116 396
休業４日以上(内数)

注２） 3 1 3 6 13 26
死亡者数（内数） 0 0 0 0 0 0
　注１： 労災保険給付決定件数で休業４日未満（不休災害）を含む。

　注２： 労働者死傷病報告（休業４日以上）による数で死亡者数を含む。

　２　業種別発生状況（休業４日以上）

業種 建設業 製造業 運送業 警備業 農業 林業 その他 計
死亡者数
（内数）

令和３年 1 1 1 3 0
令和４年 1 1 0
令和５年 1 1 1 3 0
令和６年 2 2 1 1 6 0
令和７年 1 3 1 1 3 4 13 0
計（人） 5 6 3 2 1 3 6 26 0

 ※ 死亡者数は、その業種の内数である。

熱中症による労働災害発生状況（令和３年～令和７年） 

54

82

48

96

116

3 1 3 6 13
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図１ 熱中症による死傷者数の推移（令和３年～令和７年）
（人）
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図２ 熱中症による死傷者数（休業４日以上）の業種別発生状況（令和３年～令和７年）
（人）
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　３　月・時間帯別発生状況（休業４日以上）

　　（１）　月別発生状況

月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 計（人）

令和３年 1 1 1 3
令和４年 1 1
令和５年 2 1 3
令和６年 4 1 1 6
令和７年 6 5 1 1 13
計（人） 0 1 13 7 4 1 26

　　（２）　時間帯別発生状況

時間帯 9時台以前 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時以降 計（人）

令和３年 1 1 1 3
令和４年 1 1
令和５年 1 1 1 3
令和６年 1 2 1 1 1 6
令和７年 3 3 3 1 1 2 13
計（人） 5 4 6 2 1 1 2 3 0 2 26
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図３ 熱中症による死傷者数（休業４日以上）の月別発生状況（令和3年～令和7年）
（人）
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図４ 熱中症による死傷者数（休業４日以上）の時間帯別発生状況（令和３年～令和７年）
（人）
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　４　年齢別発生状況（休業４日以上）

年代 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 計（人）

令和３年 1 2 3
令和４年 1 1
令和５年 2 1 3
令和６年 2 1 3 6
令和７年 2 2 5 2 2 13
計（人） 0 3 4 9 5 3 2 26

　５　災害の程度別発生状況（休業４日以上）

年代 4～7日 8～14日 15～21日 22日～1月以内 1月超～3月以内 3月超 死亡 計（人）

令和３年 3 3
令和４年 1 1
令和５年 2 1 3
令和６年 5 1 6
令和７年 11 1 1 13
計（人） 21 3 0 0 2 0 0 26
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図５ 熱中症による死傷者数（休業４日以上）の年齢別発生状況（令和３年～令和７年）
（人）
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図６ 熱中症による死傷者数（休業４日以上）の災害の程度別発生状況（令和３年～令和７年）
（人）
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